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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒。　　　　言

　タブの樹(Iχ／lachil･ｕｓ　tｈｕｎｂｅｒgi･/.Sieb. et Zucc. )は一名イヌグスとも呼ばれる樟科の常緑大

喬木にして暖地の海岸地方に自生し，大なるものは高さおよそ13m,幹の直径１ｍにおよぷ。この

幹および葉には多量の粘液を含み，わか国では古くより葉を粉末として粘結剤として蚊取線香に混

じ，また，台湾においては現地女子の頭髪化粧料に使用されているほか，和紙抄造にネリとして黄

蜀葵根あるいはノリウツギ内皮の不足時に使用せられている。和紙抄造用ネリとしては比較的多量

含有せられるタンニン質のために紙の保存中変色しまたピンホールを生ずる欠点を示すが，反面温

度変化による粘度変化が少ない性質を有してい'る。

　この粘質物の化学組成については従来大野(1)片山(2)等の研究報告かおるが，いずれも樹幹よ

りえたものについての報告である。片山は幹の薄片を２％硫酸で湯煎鍋上にて30分処理してえた抽

出液についてその成分を検した結果，多量のアラビノースのほかにグルコースおよびフラクトース

の存在を報じ，大野は内皮よりえた粘液にアルコールを加えて粘質物を分離抽出してその組成を検

してアラビノースのみの存在を認めている。

　タブ葉の粘質物については従来報告せられていないので，筆者らはこれの化学組成について検し

た結果前記２者のそれと著しく異った結果をえたのでこれらについて報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　験　　の　　部　●●

　　〔Iﾐ〕粗粘質物の構成成分

　田　粗粘質物調製法

　11月(1959年）末に採集したタブ葉（約40 kg)を蔭千して「Ｄ２～３ｍｍに細切した後水に浸漬し

　（ホルマリン少量添加）時々攬伴放ほすると２日後には粘性大なる粘液がえられる。

　粘液は当初は｡ほぼ無色透明であるが，時日の経過に伴ない次第に淡褐～褐色になり少しく涸濁す

る。この原因は粘液中に比載的多量のタンニン質を含むことによると推察せられる。

　この粘液を帆布袋にて圧縮し，次いで40, 60. 80番の綿布で自然濾過を順次に繰返して透明な粘

液をえた。この粘液は塩化第１鉄反応を顕著に示してタンニンの多量の存在を示し，エタノール，

メタノールおよびアセトンによって粘質物を凝集沈澱する。またフェーリング液を少しく還元する

が，各種の蛋白質およびアミノ酸の呈色，沈澱反応は陰性と認められた。

　筆者らは粘液中より粘質物を分離する方法としてメタノール添加による方法を採用した。　しかし

ながらメタノールによってもタンニン質が粘質物中に同時に含まれてくるのでアセトン水（１：１）

浸漬法（3）を繰返し実施することによってほぽ完全にタンニン質を除去した。　即ち透明粘液に約３

倍量のメタノールを加え撹排すると灰褐色の紫状凝集物がえられる。これをピンセットにて集め，

一旦70％メタノールで洗肺後アセトン氷（１：１）中に浸漬した。アセトン水は次第に褐色を呈す

るので新らしいアセトン水に漬けなおして完全に着色せぬまで反覆浸漬する。粘質物を濾集し，常

法に従ってアルコール，エーテルで処理した後減圧下，室温に乾燥して灰白色の粗粘質物をえた。

原料葉約40kgより約30g (灰分7.69％）の収量である。

　（2）粗粘質物構成成分の検崇
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　大野らの結果よりみてこの粘質物は炭水化物と推察せられるので，乳鉢にて可及的に微粉末とな

して以下の実験に供した。　　　　∧

　　（i）加水分解度

　粘質物試料約0. lgを精秤し，各種濃度の硫酸および塩酸20ccを用いて溶解後常圧，沸騰下に加

水分解し，ペルトランド氏法により加水分解度を求めてアラビノースに対する値として表示した。

これらの結果を第１～５表に表す。

　　　　　　　　　　　　第１表　　２％硫酸による加水分解度

試

　(無水，無灰)

　　　　0. 1061

　　　　0.1119

　　　　0.0900

　　　　0.0925

　　　　0.1209

試

　(無水，無灰)

　　　0.0861

　　　0.0867

　　　0. 0966

　　　0. 0837

　　　0. 1030

試

　(無水，無灰)

　　　0.1172

　　　0.1003

　　　0.0752

　　　0.0915

　　　0.0881

試

　(無水，無灰)

　　　　0.0841

　　　　0.0865

　　　　0.0846

　　　　0.0850

　　　　0. 0865

試

　(無水，無灰)

　　　　0.0878

　　　　0.0891

　　　　0. 0853

　　　　0.0845

　　　　0. 0866
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分　解　度

（％）（アラビノースとして）

　　47.03

　　55.67

　　58.44

　　61.30

　　60.71

第２表　　５％硫酸による加水分解度
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分　解　度

（％）（アラビノースとして）

　　52.85

　　57.67

　　58.69

　　62.84

　　60.29

第３表　10％硫酸による加水分解度

料　　　　　　　　分解時間　　　　　　　　分　解

（g）　　　　　　　　（時）　　　　　　　　（彩）

　度
(アラビノースとして)
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46.50

59.22
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57.50

55.51

第４表　　２％塩酸による加水分解度

　料

(g)

分解時間

　(時)

　　１

　　３

　　５

　　８

　１０

分解度

（％）（アラビノースとして）

　　53.15

　　57.81

　　62.17

　　58.82

　　57.81

第５表　　４％塩酸による加水分解度
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分　解　度

（％）（アラビノースとして）

　　58.20

　　60.61

　　58.62

　　49.70

　　48.50
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　以上の表より明らかなごとく加水分解度は最高約63％である。従って粘質物がもし糖類のみより

構成されているとすれば構造中に比較的強固な結合が存在しているか，あるいは何らか他の原因に

よるものと推察せられる。

　(ii)構成糖類の検索

　構成糖類の検索のために加水分解度の最高値を示した条ｲ牛即ち５％硫酸,８時間沸騰下に処理し，

常法によりＢａＣ０３で中和，脱色，濃縮後分解液をシラップ状となしてペーパークロマトグラフ法

による糖の検索を試みた。その結果は第６表のとおりである。

　　　　　第６表

既　　知　　糖　（ＲＦ）

ラムノース

キシロース

アラビノース

グルコース

ガラクトース

0

｡
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0
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0
.
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57

45

38

35

31

粗粘質物加水分解物のＲＦ値

　　　　　加　水　分　解　物　（ＲＦ）
())

0.58

0.47

0.38

0.34

0.31

0.04

(2)

0.59

0.47

0.38

0.33

0.30

0.04

(黄褐色)

(桃　色)

(桃　色)

(淡褐色)

(淡褐色)

(淡桃色)

　〔室温，上昇法；　展開剤Ｂｕ（ＯＨ）：Pyr：Ｈ２０＝６：４：３　発色剤；アニリンハイドロゼンフタレート〕

　この結果より構成糖としてはラムノース，キシロース，アラビノース，グルコースおよびガラク

トースの存在が確認せられた。　しかしながら更に念のため１次元に〔Ｂｕ（ＯＨ）：Ｐｙｒ：Ｈ２０＝６：

４：３〕，２次元に〔Phenol : H2O=10: 4〕を使用する２次元展開を試みて同一の結果をえ，更

にRF = 0.04はウロン酸と推定せられるも標準試料なきためにEhrlichの塩基性酷酸鉛反応（4）を

適用してウロン酸の存在とこのウロン酸がグルクロン酸である事実を確認した。

　なお，スポットの大きさよりもっとも多く含有されていると推察せられるペントース類について

フロログルシン法によって定量したところベントーザン37,60％，ラムノーザン9.56％（いずれも

無水，無灰試料として）なる結果をえた。

　　（小）蛋白質の検索

　加水分解度が最高63％程度であり，且つクロストグラムのスポットより多量含有されていると推

察したペントース類も比較的少ない結果より，加水分解度を低くしている原因か構成糖間の結合に

強固なものが存在すると考察する以外に，何らか糖以外の成分か存在するのではないかと考えてセ

ミミクロケールダール法によって窒素の定量を実施した。その結果第７表のごときN = S.n96,粗

蛋白1 = 32.14%の多量の存在を知った。｡

　　　　　　　　　　　，　第７表　粗粘質物の全窒素含有率

試

・(無水，無灰)

　　　0.1237

　　　0.0956

　　　平●　均

　料

(g)

全　Ｎ

　(％)

　5.02

　5.23

　5.13

粗 　蜀　白

(％)

31.53

32.74

32.14

　多量の蛋白質の存在がほぽ明らかとなったので，引続いてアミノ酸の検出確認を試みた。

　即ち粘質物約2gを６Ｎ一塩酸200ccによって24時間沸騰下に加水分解し，分解液はそのまま減圧

濃縮し，水を加えて再び減圧濃縮する方法を反復して塩酸を極力除去してシラップ状となした。シ

ラップの一部をとってニンヒドリン反応を試みたところ強陽性であったので，他の一部を使用して

２次元展開法によるペーパークロストグラフ法を用いてアミノ酸の検出確認を試みた。その結果17

個のアミノ酸を明らかにしえた。
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推定アミノ酸
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第１図　粗粘質物蛋白質のアミノ酸

　以上の諸結果より粗粘質物はアラビノース，キシロース，ラムノース，グルコース，ガラクトー

スおよびグルクロン酸よりなる多糖類と,蛋白質とが結合して出来ているものと推察せられる。

　　〔Ｈ〕精製粘質物（多糖類部）の化学組成

　（1）精製粘質物の調製法

　粗粘質物には約30％の蛋白質が含有されているのでこれを除去して多糖類のみよりなる精製粘質

物を分離抽出する目的で次のごとき処理を行った。即ち粗粘質物に約20倍量の水を加えて十分に振

微溶解せしめた後，加圧釜中で130°Ｃ，4時間処理し，引続き活性炭により脱色後減圧下に濃縮し

て約緬容とした。濃縮液を再度脱色後約３倍量のメタノールを加えて攬伴すると軽い白色沈澱がえ

られる。これを遠心分離し，アルコール，エーテルで処理した後減圧下室温に乾燥して精製粘質物

をえた。（灰分7.28％）このものはＮ＝0.19％にして蛋白質はほぽ完全に除去せられている。

　（2）精製粘質物の組成

　　（i）加水分解度

　粗粘質物について加水分解度が最高を示した５％硫酸，８時間の条件下に分解度を検したとこ

ろ，第８表のごとく97～98％程度の値を示した。従って精製粘質物はほぽ糖成分のみによって構成

され，且つ構成成分間にはあまり強固な結合は存在しないものと推察せられる。

　　　　　　　　　　第８表　糖製粘質物の加水分解度　（5％硫酸）

試

　(無水，無灰)

　　　0.1092

　　　0. 0676

料

(g)

分解時間

　(時)

８
８

(ii)ペーパークロマトグラフ法による構成糖の検出

分　解　度.

（％）（アラビノースとして）

　　98.17

　　97.34
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　加水分解度測定液の残部を中和，脱色，濃縮してシラップとなし，２次元ペーパークロマトグラ

フ法により糖の検出を試みた結果，粗粘質物の場合と全く一致した結果をえた。従って粘質物はア

ラビノース，キシロース，ラムノース，グルコース，ガラクトースおよびグルクロン酸より構成せ

られていることは明らかである。

　(ili)各糖成分の定量

　ラムノーザンおよびペントー=－ザン：フロログルシン法に基いて実施して次の結果をえた。

　　　　　　　　　　　第９表　　ラムノーザン，ペントーザン

試

　(無灰，無灰)

9
5
1
9
均

1
4
1
4

1
1
平

で

料

(g)

ラムノーザン
　　(％)

　　14.25

　　12.47

　　13.36

ペントーザン

　　（％）.

　　53.71

　　51.52

　　52.62

　ウロン酸無水物:12％塩酸により分解して生ずる炭酸ガスをミクロ分析用苛性ソーダ粒に吸収せ

しめる重量法により定量して第10表のごとく8. ＼k96の値をえた。

　　　　　　　　　　　　第10表　炭酸ガスおよびウロン酸

試　　　　　　　料

　（無水，無灰）（g）

　　　　0.1564

　　　゛

｛

0.1261

　　　　平　均

C02

(％)

2.07

2.00

2.04

ウロン酸無水物

（Ｃ０２×4）（％）

　　　8.28

　　　8.00

　　　8.14

　アラビノース，キシロース，グルコースおよびガラクトスの定量：ペントースとしてアラビノー

スおよびキシロース，ヘキソースとしてグルコースおよびガラクトースがそれぞれ含有せられてい

るのでこれらの量的関係を詳にするためにTimell等（5）およびDub'ois等（6｀の比色定量法に準拠

して定量を試みた。　即ちこれら単糖類の特級試薬を用いて10～500r/cc　の範囲で濃度一吸光度を

Beckman分光光度計（島津）により求めて各糖の標準曲線を作製し，次いで粘質物よりペーパー

クロス･トグラフ法を用いて各糖を単離して同じく吸光度を求め，標準曲線に照して含有量を測定し

た。

　標準曲線の作成（5）･には前記範囲内の糖溶液数個を調製し，その１ cc をミクロピペットで共栓付

肉厚試験管にとり，0.4％ｏ-Ａｍｉｎｏｄｉｐｈｅｎyl 一氷酷酸液５ｃｃを正確に加えて沸騰水中につけて１

分後にかたく栓をなし，ペントースでは30分，ヘキソースでは45分間それぞれ加熱処理するときは

前者は褐色に，後者は暗緑色の呈色を示す。直ちに冷却して分光光度計でアラビノースは370mμ，

キシロ“スは375mμ，ヘキソース類は380mμで吸光度を測定する。

　次に定量法（6）は粘質物を既述の最高加水分解条件の下に加水分解し，中和，脱色，減圧濃縮して

シラップ状の分解物を調製し。このシラップの適当量をミクロピペットで40×40cmの東洋濾紙Ｎ０.

50に点状にスポットして下降法（展開液Ｂｕ（ＯＨ）：Pyr ：Ｈ２０＝６：４：３）により展開せしめ（72

時間），別に同時にスポットした両端の展開部分のみを切り取り発色せしめてこれに準じて濾紙を

各糖ごとに枇に切りとる。この各糖の濾紙を正しく20ccの水に30分以上浸漬後その濾液１ｃｃをとっ

て標準試薬のときと同様にして発色せしめて吸光度を求める。この結果を標準曲線に照して各糖の

前記シラップの一定量中の相対的の割合を求めた。

　作成した各糖の標準曲線および定量結果をそれぞれ第２～３図および第11表に示す。
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糖成分
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第２図　　濃度～吸光度曲線(Xylose, Arabinose)

　50 100　200　300　400　500

　　　　糖濃度(r/cc) -ﾀ

第３図　　濃度～吸光度曲線(Glucose, Galactose)

第11表　精製粘質物構成糖の比色定量

測定波長

　(ｍμ)

　　375

　　370

　　380

　　380

加熱時間

　(分)

　　30

　　30

　　45

　　45

吸光度

0.686

1.440

0.534

0.296

分光光度計:Beckman Model-DU （島津）

含有豆k

(r/cc)

194

384

153

77
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表より明らかなごとくペントースとヘキソースとの割合はモル’比として〔3:1〕である。

以上の結果を総括すると精製糖質物の化学組成は第12表のとおりとなる。

　　　　　第12表　精製粘質物’の化学組成

ペントーザン

ン
ン

バ
ラ

ラ
シ

ア
キ

ｔ

ラムノーザン

ヘキソーザン

　　　　ガラクタ　　　げ。ヵ

ウロン酸無水物

ン
ン

ふ 1 1

， で

52.62%

　　35.　　{17.

13.36%

21.05％

　　14.　　け

8.06％

皿

03％

02％
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

　タブ葉の粘液よりメタノールで凝集せしめ，ついでアセトン水処理で脱タンニンしてえた粗粘質

物は多糖類と蛋白質とが結合したもので後者を約32％含有している。　しかしながらこの蛋白質は加

圧下で130°Ｃにおいて加熱処理することによって多糖類との結合が切断し，後には多糖類のみより

なる粘質物を与える。

　粘質物の構成糖成分は加圧処理の前後において差異なく，いずれもアラビノース，キシロース，

ラムノース，ガラクトース，グルコー･スおよびグルクロン酸を含有す。

　これら糖成分をフロログルシン法，炭酸ガス発生法等によってペントーザン，ラムノーザンおよ

びウロン酸を定量し，また，各ペントースおよびヘキソースは分光光度計による比色定量法によっ

て定量した。　その結果粘質物の多糖類はペントースが約梶，ヘキソースかモル比でペントースの

垢，残りがラムノースとウロン酸であった。

　なお，蛋白質は17個のアミノ酸より構成されている。
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幻
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Studies on the Mucilage of the Leaves of‘'Tabu"

　(MachilｗｓThｕｎｂｅｒgii、Sieb.et Zucc､) Part-1

Hirozo KUSUNOSE　and　Takeo Oshibuchi

　　（Ｆａｃｕlりｏｆ Ａｇｒicｕlｔｕｒｅ、ＫｏｃｈｉＵｎｉｘi.）

　The mucilagenous solution extracted from the leaves of ｀‘Tabu”（ＭａｃｈｉｌｕｓThｕｎｂｅｒｓii，

Sieb. et Zucc. ) has　been　used for　the　traditional　paper　making　as ａ　substitute　for

“Tororo-aoi” in Japan　and for the wiDmen's cosmetics　in Formosa　and others.　But the
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chemical and physical properties of this mucilage have been in no detail to date.

　In this paper authors studied on the chemical constituents of this mucilage.

　(1) Chemical components of the crude mucilage : …

　The crude mucilage obtained from the mucilagenous solution with methanol and aceton

water is composed of polysaccharide and protein (about 32％）.Ｐｏｌｙsａｃｃｈａrｉｄｅpart is

composed of arabinose, xylose, galactose, glucose, rhamnose and glucuronic acid, and

protein part is composed of １７amino acids.

　(2) Chemical constituents of the refined mucilage (polysaccharide part):…

　The refined mucilage (polysaccharide part) was prepared　by treatment with cooking

under　pressure at 130°Ｃ－4 hours, by which the protein part was removed.　The sugar

constituents of　polysaccharide　were equal　to that of　the crude mucilage, and araban

35.08％，ｘylan　17. 54 %t rhamnosan　13.36 96, galactan 14.03 %, glucan 7. 02 % and

glucuronic acid anhydride 8. 06 96 respectivly.
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